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要約

職業に関する目標に対してどのような取り組み方をしているかにより、職業に対する統制感などがど

のように異なっているかを明らかにするため、大学生・専門学校生を調査対象者として、「意志型・願

望型」とキァリアＣＡＭＩ尺度（島袋･井上，1996）との関連を検討した。意志型･願望型の分類にあたっ
ては、望月（1991）の職業的発達尺度のうち、「職業的自己実現の志向」と「社会的職業的役割の検討」

の因子を用い、両因子項目総得点とも高い学生を意志型、「職業的自己実現の志向」の得点は高く「社
会的職業的役割の検討」の得点は低い学生を願望型とした。分析の結果、意志型の学生は願望型の学生
に比べて、「学生の就職は、未知の原因や運では決まらず、就職に向けて自分は努力ができるし運も良

いと考え、その結果として就職に無力感を感じない」ことが示された。しかし、両型で有意差が認めら
れなかった部分の考察から、就職への手段の認識が必ずしも現実的であるとは言えず、また、それを受

ける形での努力の保有感がないことから、希望通り就職できるという統制感が育っていない可能性も考
えられた。

対象として調査を行い、進路希望水準が同じ（大

学以上）であるが、実際に家庭学習を行っている

児童・生徒と行っていない児童・生徒を、それぞ

れ意志型と願望型に分類し､学習ＣＡＭＩ尺度との関

連で検討を行った。その結果、意志型の児童・生

徒は願望型に比べ、学習達成における努力や教師

の役割を理解し、その上で自らの努力と教師の保

有感を持ち、結果として学習達成への統制感を高

めていることが示唆された。

一方、島袋・井上（1996）は、大学生の職業選

択・決定を目標行動と見なし、職業選択・決定に

至る過程をCAMI理論(SkinneroChapman＆Baltes，

1988）を導入して、新たにキャリアCAMI尺度を作

成することにより検討した。CAMI理論では３つの

独立した統制感に関する信念（目標達成への統制

感、達成のための手段保有感、達成のための他者

背景と目的

島袋（1998）は、高校生の将来の職業選択と進

路意識の特徴と問題点の検討のなかで「意志型」

と「願望型」の概念を提唱した。意志型とは将来

に対する目標を持ち、実際に行動も伴っている高

校生であり、願望型とは目標は持つが、実際の行

動は伴わない高校生のことを指している。研究で

は高校生を進路希望水準と家庭学習時間に基づい

て、願望型と意志型に分類し、将来の職業選択、

職業選択基準（労働価値観）を比較した。その結

果、願望型と意志型の間には将来の職業選択と職

業選択基準の両方において差異があり、その差異

は「意味ある他者」の内面化の程度や進路意識の

発達の程度を反映したものであると考察された。

さらに、島袋（1999）では、小・中・高校生を

*琉球大学教育学部学校心理学専修

－９３－



琉球大学教育学部紀要第66集

の手段の認識）が区別されている．それまでの帰

属理論では混合されていた、達成のための手段保

有感と達成のための他者の手段の認識が分離され

ていることにより、より詳細な検討が可能である

という特徴をもつ。因子分析の結果、キャリア

CAMI尺度の３つの下位尺度は、目標達成への統制

感尺度が３因子、達成のための手段保有感尺度が

７因子、達成のための他者の手段の認識尺度が７

因子でそれぞれ構成されることが明らかになっ

た。

また、岸本（2002）は、島袋・井上（1996）の

結果を受け、不況下で大学生の就職率が非常に低

下した社会状況の中で､再びキャリアＣＡＭＩ尺度を

大学生に実施して検討を行った｡因子分析の結果、

目標達成への統制感尺度で２因子、達成のための

手段保有感尺度で５因子、達成のための他者の手

段の認識尺度で５因子をそれぞれ抽出した。具体

的には、目標達成への統制感尺度では、「就職への

無力感」と「就職への統制感｣、達成のための手段

保有感尺度では、「努力の非保有感｣、「運の非保有

感｣、「能力・適性の保有感｣、「友人の支援の非保

有感｣、「大学の支援の非保有感｣、そして、達成の

ための他者の手段の認識尺度では「未知の原因｣、

｢運の認識｣、「能力の認識｣、「努力の認識｣、「支援

の欠如の認識」のそれぞれの因子が抽出された。

さらに、島袋・廣瀬（2004）では、キャリア

CAMI尺度を用いて、大学生・専門学生の「就職へ

の統制感」と「就職への無力感」がどのような就

職・職業に向けての自己理解に由来するかという

パターンの解明を中心として分析を行った。その

結果、「就職への統制感」は主に目標形成に関わっ

ており、職業の性質や活動の特徴の理解には関わ

りの弱いこと、および、「就職への無力感」は「目

標・達成志向」や「勤労効果の検討」の未熟さに

関係していることなどが示唆された。

以上の研究を踏まえて、本研究では、職業に関

する目標に対してどのような取り組み方をしてい

るかにより、職業に対する統制感などがどのよう

に異なっているかを明らかにするため、大学生・

専門学校生を調査対象者として、「意志型・願望

型」とキァリアCAMI尺度（島袋･井上，1996）と

の関連を検討することにする。なお、本研究での

意志型･願望型の分類にあたっては、島袋（1998）

や島袋（1999）で使用された進路希望水準と家庭

学習時間による分類ではなく､新たに､望月(1991）

の職業的発達尺度のうち、「職業的自己実現の志

向」と「社会的職業的役割の検討」の因子をそれ

ぞれ「将来の目標」と「実際の行動」に関連ある

ものとして位置づけ、類型化することにする。こ

れは、「職業的自己実現の志向」は本研究で取り上

げる「将来の目標」と密接に関連し、「社会的職業

的役割の検討」は「実際の行動」と密接に関連す

ると考えたためである。そして、両因子項目総得

点とも高い学生を意志型、「将来の目標」の得点は

高いが「実際の行動」の得点は低い学生を願望型

として定義し、検討を行う。キァリアCAMI尺度に

ついては、同様な時代背景である岸本（2002）の

因子構造に基づき検討することにする。

方法

調査対象者沖縄県内の大学生､専門学校生234

名(男性130名､女性104名)が調査対象者であった。

調査尺度デモグラフィック要因､および｢キァ

リアＣＡＭＩ尺度」（島袋・井上，1996）を60項目、

｢職業的発達尺度」（望月1991）から抜粋した３３

項目をそれぞれ５件法で回答させた。

調査期日青年心理学、カウンセリング、心理

学の講義の中で、2002年６月に実施した。

結果と考察

１）職業的発達尺度による類型化

職業的発達尺度による類型化を行うため、職業

的発達尺度の下位因子である将来の目標（職業的

自己実現の志向）因子と実際の行動（社会的職業

的役割の検討）因子のそれぞれについて、総得点

の平均値を算出した。その結果から、将来の目標

因子では30点、実際の行動因子では40点を基準に

高低に分けることとし、それぞれの組み合わせか

ら図１に示すように、意志型、願望型を含む４つ

の型を設定した。

まず「意志型」は、将来の目標因子と実際の行

動因子の両因子の総得点とも平均値より高い型で

あり､114名が含まれた。次に、「現実行動型」は将

来の目標因子の総得点は平均値より低く、実際の
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図１実際の行動因子と将来の目標因子による類型化

表１キャリアCAM|の各下位尺度における各型の比較

平均値と多重比較の結果分散分析
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行動因子の総得点は平均値より高い型であり、４１

名が含まれた。「願望型」は将来の目標因子の総得

点は平均値より高く、実際の行動因子の総得点は

平均値より低い型であり、２７名が含まれた。また、

｢無気力型」は、将来の目標因子と実際の行動因子

の両因子の総得点とも平均値より低い型であり、

52名が含まれた。

りも有意に低い得点となった。これは、意志型と

「実際の行動」では同様に活発であっても「将来の

目標」がはっきりしない現実行動型では、意志型

に比べて就職に関して自分の能力や適性が低いと

感じていることが明らかになったといえる｡また、

無気力型については､願望型と同様な傾向を示し、

「達成のための手段保有感｣における友人の支援の

非保有感においてのみ、願望型よりも有意に高い

得点となった。これは願望型と「実際の行動」で

は同様に活発でなく、さらに｢将来の目標」もはっ

きりしない無気力型では、願望型と比べて就職に

関して友人の支援がないと感じていることが明ら

かになったといえる。

これまでの結果、「意志型と現実行動型｣、「願望

型と無気力型」では、それぞれほぼ同様な結果が

示されたことから、将来の目標因子に比べて実際

の行動因子の高低の効果がより明確に示されたと

もいえる。すなわち、将来の目標をもつことも大

切だが、それ以上に就職に関して実際にどれくら

い行動しているかが､｢達成のための他者の手段の

認識」や「達成のための手段保有感｣、さらには

「目標達成への統制感｣をより良い方向へ高めるこ

とを示唆した結果であるともいえる。

本研究では、職業的発達尺度による類型化を行

い、４つの型を設定した。４つの型の中では、将

来の目標はより高く、実際の行動もより活発な意

志型が、「学生の就職は、未知の原因や運では決ま

らず、就職に向けて自分は努力ができるし運も良

いと考え、その結果として就職に無力感を感じな

い」という最良の結果を示したといえる。ただし、

｢達成のための他者の手段の認識｣における能力の

認識尺度、努力の認識尺度や支援の欠如の認識尺

度、「目標達成への統制感」における就職への統制

感尺度においては、意志型、願望型の間に有意な

差は認められなかったことから、意志型の学生で

も、就職への手段の認識が必ずしも現実的である

とは言えず、また、それを受ける形での努力の保

有感がないことから、希望通り就職できるという

統制感が育っていないとも考えられる。希望通り

就職できるという「就職への統制感」を高めるた

めには、もっと就職の現実に関する情報を広く・

深く伝え、就職に向けての行動や努力の過程を育

てていくことが必要であるといえるだろう。

２）職業的発達の類型とキャリアＣＡＭＩとの関連

職業的発達の４類型によるキァリアＣＡＭＩの違

いを検討するため､キァリアCAMIの下位尺度ごと

の分散分析を行った。分析の結果を表１に示す。

分析の結果、まず、「目標達成への統制感」に関

する全２因子（就職への無力感、就職への統制感）

において類型の主効果が有意であった。また、「達

成のための手段保有感」に関する全５因子（努力

の非保有感、運の非保有感、能力･適性の保有感、

友人の支援の非保有感、大学の支援の非保有感）

においても、類型の主効果が有意であった。「達成

のための他者の手段の認識」については、３因子

(未知の原因、運の認識、努力の認識）において類

型の主効果が有意であり、２因子（能力の認識、

支援の欠如の認識)については有意ではなかった。

主効果が有意であった各因子に対する下位検定

の結果について、まず、意志型と願望型に着目す

ると、「目標達成への統制感」における就職への無

力感、「達成のための手段保有感」における努力の

非保有感と運の非保有感､｢達成のための他者の手

段の認識」における未知の原因、運の認識におい

て、意志型に比べて願望型の方が有意に得点が高

かったといえる。これらの結果から、願望型の学

生は意志型の学生に比べて、「学生の就職は、未知

の原因や運で決まり、就職に向けて自分は努力も

できないし運も悪いと考え、その結果として就職

に無力感を感じる」ことが示されたといえる。意

志型という観点から述べるならば、意志型の学生

は願望型の学生に比べて、「学生の就職は、未知の

原因や運では決まらず、就職に向けて自分は努力

ができるし運も良いと考え、その結果として就職

に無力感を感じない」ことが示されたといえる。

なお、現実行動型については意志型と同様な傾

向を示しており、「達成のための手段保有感」にお

ける能力・適性の保有感においてのみ、意志型よ
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付記

本研究の一部は、日本教育心理学会第45回総会

(2003）において発表された。
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